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特定非営利活動法人 

                  ことばを育てる親の会北海道協議会 

                                   副 会 長        齋 藤  寛 子 

                                 （札幌市ことばを育てる親の会会長） 

 

令和６年のはじまりの一日、たいへんな災害が起きました。元旦夕方に発生した、能登を震

源とする「令和6年能登半島地震」により犠牲となられた方々にお悔みを申し上げるとともに、

被災されたすべての方々、ならびにそのご家族の皆さまにお見舞いを申し上げます。また、皆

さまの安全と被災地の一日も早い復興そして被災された皆さまの生活が一日も早く平穏に復す

ることをお祈り申し上げます。 

 

  自然災害はコントロールすることができません。わたしたち人間ができるのは、命や生活を

守れるような備えをしておくことだけです。一方で、コントロールできることもあります。そ

れは「自分自身」です。 

わたしは、アウェアのデート DV防止教育ファシリテーターとして、小中高校生に対等・尊

重の関係性がいかに大切かについて、年間何度か講演をしています。暴力（デート DVや DV）

とは何かを伝えるときに、さまざまな手段（殴る・蹴る・脅す・無視するなど）を使って、「相

手をコントロールすること」だと伝えます。人をコントロールすること、しようとすることは

人権侵害です。なぜなら、コントロールされた人は、自分で考える力（自己決定権）を奪われ

るからです。相手にコントロールされないようにするためには、自分自身を尊重して、自分の

考えで、自分の行動を決める（自分を自分でコントロールする）ことが大切です。わたしは、

子育ての中で「子どもをコントロールしない」ということに細心の注意を払っています。選択

肢を狭めていないか、ジャッジしていないか、決めつけて考えていないか…などです。 

そして、その心掛けは、親の会に関わるときにも同様です。事務局内で話し合うとき、先生

たちと打合せするとき、課題について全員で考えるとき、どの場面でも「コントロール（抑圧）

しない」こと、「たくさんの意見がでること」を心掛けています。中心となって運営している人

たちが、風通しがよく自発的でないと、そこから生み出される発信や行事などは魅力的でない
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と思うからです。わたしたちは、親の会の会員さんたちの行動や気持ちをコントロールしたり、

変えたりすることはできません。でも、「魅力的な活動をしているな」と思ってもらえるような、

活動や雰囲気は自分たちで作り上げていくことができるはずですし、そのような活動を知って

いただけると、心を動かし、快く支持していただけることにつながってゆくと思っています。 

２０２３年度は、道協議会では毎年恒例の「親子キャンプ」、札幌市の親の会では「全市学習

会」「冬の親子レク」を実施しました。ここのところ年々、小学校低学年～中学年の参加者が増

えていて、親の会が用意する「場」が必要とされていると感じることができます。つまり、需

要があり、魅力的だと思っていただけているのだと思います。 

知られていない活動・認知されていない活動は、この世に存在していないのと同じことです。

魅力的に思ってもらえるようにさまざまな働きかけや、自発的な活動をしていくのと同時に、

なるべく多くの人の目に触れることも意識的に行っていかなければいけません。 

札幌市の親の会では、定期総会に講演をタイアップさせるなどして、会員外の保護者も子ど

もも参加できるような試みを検討しています。また、親の会の告知活動も、４月の通級説明会

に参加することや、各教室の先生たちのご協力をいただく方法のほかに、HPや SNSの運用も

検討するなど、まずは存在そのものを知ってもらえるような活動を進めていこうとしています。 

現状維持をしているだけでは前へ進めません。現状維持は衰退のはじまりだという声もあり

ます。わたしは、前にばかり進んでいなくてもよいと考えます。時には一歩引き、次に二歩進

むことができるように、変化し続けることを心掛けていきたいと思っています。 

道協議会をはじめ、各地区ではどんな変化を遂げていけるでしょうか。スモールステップで、

共にステップアップができれば嬉しいです。 

 

令和 6年（2024年）は、甲辰（きのえたつ）の年です。陰陽五行説によると「甲（きのえ）」

は草木の成長を表します。植物がぐんぐん成長するように勢いを増しましていくという意味が

あります。道協議会がこれまで培ってきた経験を糧にして、時代に対応した新しい一歩を踏み

出すのにふさわしい年となるように期待しています。また、辰（龍）は上昇するものの象徴で

もあります。皆さまにとって本年が大きな飛躍の年になるようにご祈念申し上げます。 
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紙飛行機をとばす子ども

達 

三笠市ことばを育てる親の会 

 

 

 親の会の活動は、年２回、会員同士や家族間の交流を第一と考え、「親子レクリェーション(バス

遠足)」と「クリスマスお楽しみ会」を実施しています。数十年前までは、学習会と称して、保護者

が集まり、茶話会を開いたり、子ども達へのプレゼント作りをしたりして、和気あいあい楽しい時

間を過ごす場がありました。しかし、徐々に参加者が減少していったことから親子共々楽しめる行

事のみを現在も続けています。 

今年度は、４年ぶりに皆が集まる活動ができるようになりました。会員は半数以上が新しい方々

にもかかわらず、たくさんの参加があり、コロナ禍で閉鎖的だった生活から行事への期待感やワク

ワク感が感じられました。 

親子レクでは、天候とクマ情報を調べながら当日を迎え、 

砂川市にあります『北海道こどもの国』に行くことができ 

ました。この写真は、煎餅食い競争に夢中になっている 

場面です。 

 クリスマスお楽しみ会では、恒例の紙飛行機大会にて、 

親子でメダルを獲得した家族や、お父さんの紙飛行機を夢中 

になって追いかける子ども達等、微笑ましいご家族の様子がたくさんありました。その他にバルシ

ューレ体験、そして最後にはサンタさんからプレゼントもあって、汗いっぱい楽しみ、笑顔で帰っ

ていきました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

現在、親の会役員は、会長・監査・係２名ずつ(職員も配置)という役割とし、監査と係は毎年交

代して皆で行事を実施しています。役員という名称では荷が重くなってしまうのですが、行事の準

備という感覚で、毎回快く引き受けて下さり、今に至っています。 

もう一つの役割として、中学校の通級指導教室の開設要望のため教育委員会へ何度も足を運んだ

年がありました。その後、中学校のコーディネータ―の先生が中心となって中学校内で通級指導教

室に関する研修や必要性について取り上げ、話し合いを重ね、さっそくことばの教室準備室からス

タートしてくれました。その次の年に開設となり、現在は通級児が少ないようですが、やはり必要

としている生徒はいますので、これからも継続していってほしいと願っています。 

                     三笠市ことばを育てる親の会事務局  永澤よしえ 
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３月を迎え、１年の活動を振り返るとともに、次年度への抱負などを語り合う季節となり

ました。今年度はコロナ対策の規制が解かれ、人々は堰を切ったように我慢していた集団活

動を再開しました。道親の会事業についても、日帰り日程で実施したキャンプに運営者、参

加者が合わせて 80名ほど集まり、夏空の下、のびのびと野外活動を楽しむことができたよう

です。 

一方、久しく全道大会から遠ざかり、道内各地区親の会の方々が出会い交流する機会が途

絶えています。コロナ流行期にも、「ウエブ茶話会」を計画してみましたが、実施には至りま

せんでした。そうしている間に、オンラインによる会議や研修会が急速に普及し身近なもの

になりました。こうした状況の中で、全道各地の親の会会員さんや関係者の方々をネットで

つなぎ交流を図る、「ウエブ茶話会」を開くこととなりました。初めてということで、参加者

全員が主役の気軽なおしゃべりの会とします。話題はなんでも、どんなことでも OK です。

いつも胸の奥にくすぶっているモヤモヤを吐き出してくださっても結構です。おしゃべりし

ているうちにスッキリすることもあるでしょう。みんなを元気にするポジティブな話題も大

歓迎です。 

すでに地区親の会に案内は届いていて、申し込まれた方もいらっしゃると思いますが、 

春一番に咲く福寿草のように、おしゃべりの花をたくさん咲かせましょう。 

お好きな飲み物を片手に、出入り自由な「ウエブ茶話会」に是非ご参加ください。 

  

記 

 

１ 日 時   令和６年 3月 23日（土） 午前 11時 ～ 12時 30分 

２ 開催形態  ズームによるオンライン 

３ 目的・内容 フリー・トーキングによる交流 

          子どものこと、今悩んでいること、住んでいる地域のこと、 

親の会のこと、などなど・・・・・・ 

４ 参加申し込み方法 

        3月 15日（金）までに＊別紙参加申し込み書をメール、電話、ファックス

で道親の会事務局連絡校 札幌市立中央小学校ことばの教室へ送付してく

ださい。   TEL 011-241-2533 FAX 011-261-2723  

E-mail： chuo-j.tsukyu@sapporo-c.ed.jp  

        事前のお申込みをいただいた方に、3月 21日（木）までにミーティング 

ＩＤと パスコードをお知らせします。     

                  （＊参加申し込み書は道親の会 HPにあります。） 

 

親の会会員のみなさま・関係者のみなさま 

WEB茶話会を開きます 
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図書紹介 

 

 

 

 

 

 

   

 

 

 

 

 

この本の作者は、絵本「大きな木」や「ビッグ・オーとの出会い」などを出している 

シェル・シルヴァスタインという人です。 

白いページに黒い線で描かれた「ぼく」と一本の線が続くシンプルな絵本です。 

何かが足りないと感じている「ぼく」は足りないかけらを探しに行きます。 

雨の日もかんかん照りの日もぽかぽか陽気の日も。そこで出会う花や虫たちや 

いろいろなかけら…。 

 

やっとぴたっとはまったかけらを見つけてやれやれの「ぼく」。 

でもでも…、それはそれで…何かが違う。こんな内容が続きます。 

好奇心いっぱいの子どもたち、自分を追い求める思春期、満ちたらなさ

を感じる日々、振り返って求めてきたものを感じる人生、いろいろな年

代で、読んだその時どきでいろいろな味わいを思いうかべてしまう絵本 

です。 

 

もともと私たちは、「足りない」存在、「足りない」ことを考えながら歩く 

ことが大事なのではないか、「足りない」から見える景色がある、 

などと考えてしまいます。 

 

 この本の帯に「ちょっと心がおれたとき 新たな一歩を踏み出すとき  

大切な人を想うとき 何かを変えたいと思ったとき そして何も変わらない 

とき この本はいつもあなたのとなりにいます」と書かれてあります。 

文字が少ないので想像が膨らみます。子どもも大人もどんな読み方し

てもいい気がします。          （文責 理事 太田眞知子） 

 

 

 

 

 

 

ぼくを探しに 

シルヴァスタイン 作 

倉橋由美子    訳 

講談社発行 
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２月３日(土)に第８５回理事会が行われました。 

・次期役員（理事）選出について、事務局から結果報告が行われ、理事会で検討し再度、 

推薦を募ることになりました。 

・定款・運用・規定の整理が必要という提案がありました。令和６年度に運用と規定につい   

て、理事会で検討を行い、令和７年度の総会で提案する予定です。 

・総会に向けた各地区へのアンケート内容の検討を行いました。修正し、２月上旬に各地区 

に依頼します。 

・令和６年度の各地区『ことば』誌の追加注文分の送料は無料(協議会で負担)とする方向に 

なりました。総会で確認を行います。(令和６年度は、1部あたり年６００円で追加希望 

を受ける予定です) 

・３月発行の１８５号会報の計画をしました。 

・茶話会を３月２３日（土） １１：００〜１２：３０WEBで行うことになりました。 

（詳細は各地区へ過日、ご連絡しました。北海道協議会の HPにも掲載しています。） 

・次回理事会は３月２３日（土）１３：００から開催します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

日  時： 令和６(２０２４)年５月１８日(土) 午前中 

会  場： かでる２・７ ５１０会議室（札幌市中央区北２条西７丁目)   

開催方法： 対面とオンラインの併用（ハイブリッド）で開催します。 

詳細は後日お知らせします。 

 

多くの会員の皆様のご出席をお待ちしています。 

 

 

理事会報告 

令和 6年度 

総会のご案内 
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○親の会の事務局連絡校は下記のとおりです。お問い合わせは下記までお願いします 

〒060-0041 北海道札幌市中央区大通東 6－１２ 

中央小学校ことばの教室内   電話（直通）011-241-2533 

○地区分担金の送金先は次の通りです。総会資料に同封した振込票をお使いください。 

（ゆうちょ銀行の ATM を利用して、通帳またはカードで振り込む場合のみ手数料が無料となりま

す。現金による振込等の場合は手数料が発生しますので、ご負担をお願いいたします） 
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（ホームページ案内） 

北海道協議会では、ホームページでもいろいろな情報をアップしています。 

どうぞご覧ください。会報も掲載しています。 

URL:http:// www7b.biglobe.ne.jp/~do-gengo/index.html 

 

 

 

 

事務局からの 

お知らせ 


